
 
                          

 

丸山台小学校の教育で大事にしたいこと 

校長 新井 篤志 

 桜の開花が例年よりも早く、葉桜を眺めての新年度の始まりとなりました。始業式での子どもたちの

表情を見ると、進級する喜びと新しいクラスでの学校生活に心がわくわくしているようでした。気持ち

をリフレッシュして意欲にあふれる姿に子どもたちのこれからの成長が楽しみです。また、入学式には

５８名の新入生が丸山台小学校の児童として加わりました。元気いっぱいで、入学することを楽しみに

していたことを感じました。早く学校生活になれて、いろいろなことに取り組んでほしいと思います。 

 今年度、丸山台小学校の教育活動を進めていく上で、次の４つのことを大事にしていきたいと考えま

す。１つは、先生と子どもたちとの絆を深めることです。例えば、休み時間には先生も子どもたちとい

っしょに遊ぶ姿を多く見られるようにしたいです。２つ目は、教職員が全校児童の担任であることを子

どもたちに広めることです。困ったことがあればどの先生でも相談する子どもたちの姿を増やしたいで

す。３つ目は、子どもたちの普段の様子からたくさんの良さを見つけ、子どもたち一人ひとりに伝えて

いくことです。最後は、学習や生活の場面で出会う問題に対して、友達と知恵を出し合っていくことを

支援していきます。そして、「自分が輝く、みんなも輝く」丸山台小学校をつくっていきたいと思いま

す。  
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～ 実践目標 自分が輝く、みんなも輝く ～ 


